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子供と保護者、地域と共に 

教頭 

私は、福野小学校は福野地域ならではの特色を生かして、質の高い教育活動に取り組んでいると、胸を張

っていえると思っています。そして、その原動力は、保護者と地域の方の「子供たちのために」という熱心で

温かなご協力、ご支援があるからこそだと感じています。いつも本当にありがとうございます。保護者や地

域の方から支えていただいている近況の取組の一部をご紹介します。 

 

★ 福野のまちが熱気に包まれる ～スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド２０２３～  

  終わっても心地よい音色が、私の耳から離れませんでした。「これ

が、福野のスキヤキなんだ」と、子供たちの演奏を共に楽しみ、盛り

上がる観客の拍手や熱気に、感動しました。スキヤキパレードに参加

したスティールドラムクラブ、管楽器クラブ、ＰＴＡ学年活動の４年

生。これまでの取組の成果を精一杯に披露する子供たちも、沿道の観

客と一体になって楽しんでいました。準備や片付け、励ましの言葉、

体調管理等、保護者やスキヤキ実行委員会等の皆さんに、きめ細やか

にご配慮、ご協力いただいたおかげで、子供たちはこのような貴重な

体験をすることができました。 

★ 地域の伝統文化に触れる ～福野縞～   
  ３年生が夏休みに持ち返って育てていた「綿」も随分と大きくなりました。福野縞の会の方からいただ

いた綿の種からの栽培は、今年度初めての取組です。「綿栽培から、伝統ある福野縞を知ること、そして、

地域を知ることにつながってほしい」という地域の方の熱い思いが込められています。福野縞については、

学年に応じた様々なアプローチで地域の伝統文化に触れ、学ぶことができそうです。自分が生まれ育つ地

域を知り、さらに愛着をもつことにつながります。 

★ 地域の美術家の作品に触れる ～福野美術館～ 
玄関ホールに、毎月、新しい美術作品が飾られます。福野美術協会の方が、毎月交代で作品を入れ替え

て展示してくださっているからです。多数制作された作品から、学校にふさわしいもの、子供たちにぜひ

見てほしいもの等を吟味して展示してくださっているとお聞きします。このような身近に美術作品に触れ

る環境が、子供たちの感性を育みます。 

★ 子供たちの学ぶ環境を支える ～福野地域教育振興会～ 
 福野地域の方々から子供たちの教育に役立ててほしいと、例年多くの補助をいただいております。本当

にありがとうございます。７月に１年生の冷水器が故障しました。９月に入ってからも暑い日が続くと思

われ、水分補給のために早急に設置する必要から、新しい冷水器を購入させていただきました。また、第

２体育館ステージ袖幕が老朽化していたため、こちらも今年度新調させていただきました。10月 15日（日）

の学習発表会は、地域の方にもぜひ足をお運びご覧いただきたいと考えています。福野地域教育振興会の

みなさまのおかげで新しくなった幕がかかるステージで、一生懸命表現する子供たちの姿をご覧いただけ

ればうれしく思います。 

 
 

 
     主な行事予定 

７日(日)２学年活動（たこ作り） ２０日(金)就学時健康診断  下校 13:00 

１５日(日)学習発表会 ２６日(木)つくし･たんぽぽ校外学習(こどもみらい館) 

１６日(月)振替休業日 

１８日(水)１年校外学習(ねいの里) 

２７日(金)全日本音楽教育研究会全国大会富山大会 

記念演奏 ｽﾃｨｰﾙﾄﾞﾗﾑｸﾗﾌﾞｱﾄﾗｸｼｮﾝ参加 

３１日(火)５年校外学習(小矢部川) 

  

スティールドラムクラブの児童とスキヤキ・ 

スティール・オーケストラとのコラボ演奏 



ふくの少年ハーティクラブ 

福祉教育担当 

 

 本校では、「ふくの少年ハーティクラブ」の子供たちが年に数回、地域でボランティア活動に取り

組んでいます。これは、平成11年度から青少年の健全育成と非行防止を図り、心豊かな地域社会を

実現することを目的として福野小学校に結成されました。今年度は、４・５・６年生から６名の子

供たちが、地域の役に立ちたい、思いやり溢れるまちにしたいという思いをもち、活動に参加しま

した。 

 ７月８日に第一回の活動がありました。小学校近くのスーパーで、「社会を明るくする運動」「夏

の青少年の非行・被害防止に取り組む運動」を広めるためのチラシを配りました。子供たちは最初、

見ず知らずの人にチラシを配ることに、とても緊張していました。快く受け取ってくれる人もいれ

ば、「結構です」と受け取りを断られる方もいらっしゃいます。受け取ってもらえないのではないか

…とチラシを配ることを躊躇していた子供たちでしたが、友達の姿を見て勇気をもらったり、地域

の方から「ありがとう。」と声をかけられたりするうちに、「地域を明るくする運動です。」「ありが

とうございます。」など、少しずつ声も出てきました。地域の役に立ちたいと活動に参加した子供た

ちでしたが、結果的に、地域の方々から力をいただいた活動となりました。 

子供たちは、「緊張したけれど、楽しかった。」「たくさんの人にチラシを受け取ってもらえて、う

れしかった。」など、誰かの役に立つことの嬉しさや楽しさを感じることができました。ハーティク

ラブの活動は、まだ始まったばかりです。この活動を通して、ボランティアの輪が学校全体へ、地

域全体へと広がっていくといいなと思います。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

代表委員会（９月６日）  

「学習発表会について話し合おう」 

３年生総合 菊の苗植え（９月６日） 

「福野の菊を大切に育てよう」 
４年生市芸術鑑賞会（９月７日） 

「シンドバッドの冒険」 

フレーミングレッドは、 

どんな花が咲くのかな。 

楽しみだね。 

学習発表会に向けて、学級か

ら持ち寄った意見を基にテーマ

を決めましょう。 

みんなと一緒に劇を見る 

のは楽しいな。 


